仕様記述言語インタプリタの開発に関する研究 by 長谷川 慧
修 士 論 文 の 和 文 要 旨
研究科・専攻 大学院  電気通信 学研究科    知能機械工学専攻 博士前期課程
氏 名 長谷り|1 慧 学籍番 号^ 0834051
論 文 題 目 仕様記述言語インタプリタの開発に関する研究
要 国
多品種少量生産において、セルコン トロール等を行 う生産制御用ソフ トウェアは製品それぞれ
に対して必要となる。 しかし、少量生産であるため生産制御用ソフ トウェアの開発コス トが少量
の生産品にかかるとい う問題がある。本研究では、これらの生産制御用ソフ トウェアの開発コス
トを低減することを目的とする。
本研究では、生産制御用ソフ トウェアはマルチエージェン トシステム上で実装されていること
を前提としている。また、本研究で対象とする生産制御用ソフ トウェアは、工場のセルコン トロ
ール等を行 うソフトウェアである。現在、これらは主に PLC(Programmable Logic Controller)
を用いて実装 しているため、ソフ トウェアの制御モデル(リ レー回路、有限状態機械、プロダク
ションシステム等)が定型的になつていることに着 目した。 この制御モデル部分をあらか じめプ
ログラム化 しておくことで再利用を可能にし、それに仕様とい う形でバ リエーションを与え動作
させることとした。本研究では、ソフ トウェアの再禾1用する制御モデル部分を汎用エージェン
ト、汎用エージェントのバ リエーションとなる記述を仕様と呼ぶこととする。そして、その汎用
なエージェントは組み込まれた言語処理系を用いて仕様を解釈 し1つのエージェントとして動作
する手法の提案を行つた。また、この手法の有効性を確認するため、言語処理系の 1つであるイ
ンタプリタの実装 し、その仕様記述言語インタプリタを組み込んだ有限状態機械を制御モデルと
した汎用エージェントの実装を行ったcそこで、仕様 と通常のエージェン トのコーディングを比
較するために、同じ動作を行 う仕様 と有限状態機械エージェン トでの比較を行った。その結果、
エージェン ト全てを実装する場合に比べ汎用エージェントを用いた場合、単純なプログラムにお
いて、文字量で 90%、行数で 70%程減少することを確認 した。また、プログラム時に制御論理
以外への編集をすることや、制御論理以外の知識(情報通信や、情報の整合性等のプログラミン
グをするために必要な知識)を仕様の記述者に要求する必要がなくなることを確認 した。
以上のように、生産制御用プログラムの開発コス トの低減を行つたc今後は、これら汎用エー
ジェン トをライブラリ化 し、更に開発コストを低減できる開発環境を整えること、汎用エージェ
ン ト開発のガイ ドラインの策定等が課題 となる。
